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京都府木津JlHこおける繁殖中のイソシギ成鳥とヒナの標識記録

脇坂英弥 ･中川宗孝

BandmgRecordsofaFledglingalldaBreedingAdultComrnonSandpIPer

AchL7Shypo/eucosontheK17.uRLVer.KyotoPrefecture.Japan

HJdcyaWAKISAKAandMLuletakaN̂ KAĜWA

イソシギAClLlLShJ･PO/etIrOSはユーラシア大陸のrP 高給唆一地方に広 く繁殖分布 し 771)カ

大陸LP他部からインド rl.国南部 東南アジア オース トラリア人陸で越冬する (rfl付 中村

1995) 日本では｣ヒ海道 本･lJl 四国 ノL州.琉球諸島の河川敷や湖沼で繁殖する (日本鳥学会

2(料)) しかし 近汲地方では留鳥として生息 しているものの や頼記緑は兵庫県の武庫川および

和歌山県の有出川であるにすぎず (山岸 2002) 京都帝での繁舶締認は不されていない );(部冊企

両横JR部 (2002)によれば 近作木梓川で幣純がWE'_記されたと述べているが 具体的な穀梢例や出

典についての記述がない 筆=Zi-らは京都耶城陽rhの木津川において 抱卵IPのイソシギの成.riJとヒ

ナを確認したので 京都府における初標識記録および確実な繁殖例として報告する

木.f川iur川取には砂喋地が広がり ところどころにヨシャヤナギが小規模な群落をなしている

また高水敷は畑地や球技用グランドとして利mされている イソシ羊のヒナと巣が確認された地色

(北緯 34度52'JI Li王縫 135垣:46分)は いずれも水際から80-I(氾mほど鮭JIf=砂横地でイネ

科草本が疎音に生えていた

まず 2CK)2年 6月8口17時30JJ-7噴.右岸河川敷において イソシギ成鳥 1個体について歩 く

ヒナ3個体を発見した そして 陰茎草地の際でヒナ 1個体がうずくまるのを確認したので それ

を手捕 りした (図 1) 捕獲綾は環境省の標識調査用金属足IRを付け.外部計測と写兵端影をおこ

なLい速やかに放鳥した 放rtJ後間もなくして 親鳥とヒナが/EJllJiLしたのを確認した 測定伯は自然

興艮420nl川(初 列風yJおよび次 列風切は仲泣中).ふ批艮252nln.体雨230gであった

次に 翌年2CK)3年5月27日.左岸河川敷において イネ科~笹本の生え際に外径約90mlnの円

形をなしたイソシキの鵜を発比 L/こ 巣内には浅いくぼみを設けて枯れ菜や卓の茎を敷きつめてお

り.その中に卵が3個あった_6月 l日にはさらに卵 1滴が産み足 されて 計4個になっていた

卵は白地に茶褐色の仇紋が一様に散在していた 6月8E110時頃 廉に化掛けたくくり民を使っ
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図 1 2002年 6月8日に捕推 したイソンギのヒナ (左側)

Flg1F】edgllngCommonSalldpIPeICaughTedandban°ed()∩8June2002(1erL)

図2 2003年 6月8円に捕獲 したイソシ羊の成鳥 (右側)

FLg2AadultCommonSandpLPerCapturedandballdedoll8June2CK)3(ILght)

て抱卵中の成鳥を捕獲 した 性別はィ､明であった 捕絶後は前回と同様に金環足顎をイ･JLナ 外部

計測と写兵棉影後 速やかに放鳥 した く凶2) 測'7E値は自然醍長 1088mm ,;､駅長 253mm 尾長

55mm 体重480gで腹部には発達 した抱卵ilがみられた 巣内の卯は4佃のままであった

木卜即日河)廿取には本推以外にコチ ドリ イ刀ルナ ドリ シロチ ドリ.コアゾサ /の地上官製性の

鳥貌が繁殖 しているが.近年はそれらの営巣数が減少何r旨‖二あるように思われる そのため鳥類の

繁殖其別二おける木津川河川敷への人のマら入 り規制や 凹輸卵割卓の4'.り入れ禁止といった-具体的

な保謡策を早急に実施することが望まれる

本論文をまとめるにあたり 梶口早氏と浦野栄一郎氏に助Elをいただいた ここに記 して御礼申

ししける

Summary

OI18June2002OnefledgllngCoITlmOnSandpLPerWasCaPtLllCdb<lndedandreleasedonthe

KIZuRLVe1- (34o52′N L35oLI6′E)】nKyOtOPrefectureJapanOnthesamedatethefoltowlng

yearabreedmgadultCommonSandpIPerWasCapturedban°edandreleasedusingaSllpkllOt

Looptrap ComlllOnSandpIPerbrccdacrossthemddleandhlgherlatLTudesoftheEuraslan

conL1nenLlnJapantheybreedaroundlakesandmarshesandonnvergrave)S.fromTheRyukyu

TslandsnorththroughHokka】doEventhoughtheyareresldentlntheKLnklRegLOI一brcedlng

recordstodatehadbeenLlmltedTOHyogoandWakay,lmaPt~erectuI~eSandthesereportsareLhe

firstforKyotoPrefectureTheFloodpl訓nOftheKLZuRLVerCOnSISrSOfgl~aVeLLnterSperSedwLth

smallpatchesofreedsandWlHowsThebreedlngSILeSWerealHocatcdbcnvcen80toleometers
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from therlVCrOngravellysoliprotectedbydensegrassesrn<lddlt10ntOCoITHnOnSandplPCr

Long-bllledRlngedPloverLlttteRlngedPlover.SnowyPloverandLlnleTernalsonestalong

theKIZuRIVerCurrentlythesebrccdJnggroundsarethoughtobedlmlnlShlngConservatlOn

mcasurcssuchasestablJShmenLOfseasonalsancLuarleSandstrICtI-egutatlOnOfo打一rOadvehlCJcs

areurgentlyrequlred
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